
公表： 2023年　2月　1日　　　事業所名：　「ゼノ」こばと園  職員数25人　回収数23人　割合92％

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である。 17 6

・園内で指導内容を確認し、部屋の都合をつけてもらっ
たりしつつ、調整してやっている。
・発達障がい児と聴覚障がい児とで望ましい生活環境
が違う
・子どもの状態に応じて訓練室を配慮している。しかし、
人数や状態で難しい事がある。
・子どもの療育に支障がないよう、教材の配置に気を付
けている。

② 職員の配置数は適切である。 15 8

・最低基準は満たしているが、保護者との懇談の際の保
育の人員が足りないことがある。親子通園をしているの
で今の制度だと改善が難しい。
・保護者との話し合いの時間に子どもの保育をしてくれ
る職員を工面している。
・保護者支援で話し合いを行う際の保育職員数の不足
・少人数の保育者でも保育が安全にできるように、遊び
を工夫している。（遊ぶ物、空間、遊び方など）
・比率的には足りているかもしれないが、子どもの状態
により、目が行き届きにくいことがあり、人材が必要なこ
とがある。特に自由遊びの時間。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっている。また、障害の特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされ
ている。

4 19

・施設の構造や、日替わりのグループのため、子どもに
とっては分かりにくい環境が多い。
・正面入り口の階段は、バギーが必要な園児さんの円
滑な移動の妨げになっている。
・死角が多く、複雑な構造になっていると思う。
・分かりやすくするために絵カードを利用したり、分かり
にくい子が分かりやすい環境になるように園内で検討
し、優先して使えるようにしている。
・建物の構造上、難しい面もあるが、活動スペースを分
けるなど工夫はしている。
・毎回部屋が違うなど子どもにとって分かりにくいように
思う。
・環境的に見通しが持ちにくい（同じ建物に色んな障害
の子や、年齢の違い、複数のグループが来るため制限
や規制がある）。
・難聴契約外来の重心の子どもたちに、車椅子でも出入
りしやすい環境になるとよい

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっている。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっている。

12 11

・掃除、片付けには気を配っている。
・建物の老朽化により、すべて清潔とは言いがたいが、
今できる範囲では努力している。
・状態により、部屋の使い方を職員で相談したり、確認し
て決めるようにはしている。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画
している。

20 3

・話し合いの時間をとるようにしている。
・会議や朝会・終礼にて改善すべき点を確認している。
・必要との認識はあるが、目の前の業務に追われて、時
間をとりにくい状況がある。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等に
対して事業所の評価を実施するとともに、
保護者等の意向等を把握し、業務改善に
つなげている。

22 1

・評価表のみならず、「利用者の声」を集めたり、日頃の
中で保護者の思いをできるだけ聞くようにしている。
ちょっとした不安や不満も見逃さず、すぐに対応するよう
努力している。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己評
価を行うとともに、その結果による支援の
質の評価及び改善の内容を、事業所の会
報やホームページ等で公開している。

22 1
・改善に努め、次の評価の際に同じことが話題に上らな
いように努めている。
・ホームページでの確認はできていない。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげている。 18 5

コロナ禍で、以前のような外部講師の研修や、公開療育
などが行いにくくなっている。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保している。 23 0

・コロナ禍で、外部や大規模な研修がしにくくなっている
が、園内の自主研修を企画したり、オンラインで参加で
きる研修には積極的に参加している。
・できるだけ研修には参加するようにしている
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○建物基準などは法令を遵守しているが、築43年経ち
老朽化していること、また難聴幼児通園施設の基準でス
タートし、定員や制度の変更に伴い増築、改築を重ねて
いるため、複雑な建物構造になっている。死角もあり、
見通しの持ちにくい建物構造なので、安全性に気を付
け、できる限り、子どもにとって見通しが持ちやすいよう
に手掛かりや働きかけを行い、整理され、安心して分か
りやすく楽しく活動できる環境づくりに努める（2020年
春、門扉を作ってスペースを分かりやすくした）。

○部門（難聴・発達・相談）や療育形態（集団療育・個別
療育・親子通園・毎日・併行など）、年齢（0歳～就学前）
や状態、療育内容などが複雑なので、職員同士事前の
打ち合わせをし、訓練室や検査室等の使用を調整して
いる。
　
○職員の配置基準は大きく上回っているが、難聴・発
達・相談など、部門も療育形態も様々であるため、安全
で質の高い支援を行うには、職員が基準以上に必要で
ある。また、親子通園であり保護者との懇談を大切にし
ているが、保護者懇談の時間帯に十分な保育体制をと
ることが課題である。
職員体制整備・充実のための意見を関係団体の協議の
場などに挙げていく必要がある。

○危険箇所に気づいたらすぐに対応し、清潔で心地よ
い環境であるよう、保護者の協力も仰ぎながら努力す
る。

〇施設の老朽化のため、新園舎整備に向けて計画をす
すめている。増加し多様化している地域のニーズに応え
られる施設整備を目指している。

○職員会議等の場で全体の状況把握や意見の集約を
図る。

○引き続き、保護者との共通理解に努めながら、職員
全体での共通理解、認識を図り、具体的な業務改善に
向けて努力する。

○保護者評価、事業所の自己評価に基づき、今後の改
善に生かしていく。

○内部研修・外部研修などを計画的に行い、職員の学
ぶ意欲を高め、職員の専門性や人間性を高めるように
努める。コロナの影響で外部研修に出かけることはな
かったが、オンライン研修が増えた分、今まで夜間や休
日の研修に参加しにくかった職員も含め、多くの職員が
参加しやすい良さがある。今後も、必要な研修、今の職
員の働き方にあった研修の在り方を検討し、実施してい
きたい。

事業所における自己評価結果（公表）
別紙３



⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
児童発達支援計画を作成している。

23 0

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標
準化されたアセスメントツールを使用してい
る。

20 3

・アセスメントツールとして、決まった検査を実施してい
る。聴覚情報処理障害の評価など少しずつ広がってき
ているが、その他の検査バッテリーを広げていくことは
必要だと感じる。
・発達全般や発達検査に関する研修を行っている

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上で、具体的な支援
内容が設定されている。

22 1
支援内容を一人一人の子どもに合わせて、保護者に
とってより分かりやすく提示する工夫が必要だと感じる。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ている。 23 0

職員の中ではねらいや意図をもってやっているとは思う
が、保護者への説明などより丁寧に分かりやすくしてい
く配慮が必要だと感じる。

⑭
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る。 21 2

・計画的に職員間で話す時間を確保するように努めてい
る。
・個別の相談や療育に対応することが多い職員もいる
が、内容確認など必要に応じて相談しながらやってい
る。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫し
ている。 21 2

工夫しているが、療育の中身を広げていくための教材研
究はまだまだ必要だと感じる。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宣組み合わせて児童発達支援計画
を作成している。

22 1

⑰
支援開始前には職員間で必ず打ち合わせ
をし、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認している。

22 1

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打ち合わ
せをし、その日行われた支援の振り返りを
行い、気づいた点等を共有している。

20 3

・反省や打ち合わせをするよう努力はしているが、難し
いこともある。
・いつもは取れないこともあるが、できるだけ時間をとる
ようにしている
・時間をとれない時も多い。効率的に時間を使う計画性
などが必要。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげている。 23 0

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支
援計画の見直しの必要性を判断している。 21 2
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○｛ゼノ」こばと園では、ガイドラインに沿った支援を次の
ように行っているが、さらに充実させるように努める。
　①親子通園で障害や発達の状態に合わせ、集団療育
と個別療育を行う。楽しい遊びや体験を通して発達の土
台の力を育て、意欲的で安定した生活が送れるように
取り組んでいる。
　難聴児に対しては、聴力状態の把握や補聴器・人工
内耳の装用・調整・聴覚活用をすすめ、人と関わる力、
経験や気持ちに根ざしたイメージやことば・コミュニケー
ションの力が育つように取り組んでいる。（発達支援）

　②親子通園、保護者懇談会などを通して、我が子を理
解し子育てに元気と見通しが持てるように支援したいと
とりくんでいる。（家族支援）

　③関係機関との連携を行う。特に保育所や幼稚園・こ
ども園などと併行通園している場合は、園との連携を通
して、安定した生活が送れるように支援している。（地域
支援・保育所等訪問支援）

○子どもに合わせた適切な支援を行うために努力をし
ているが、部門の増加、ニーズの多様化による職員の
役割の多重化、複雑化などのため、職員は手いっぱい
の状況である。職員全体で業務改善にとりくみ、よりよ
い支援に結びつける努力が必要である。

○活動プログラムや活動内容は、子どもの状態に合わ
せ適切に行われていると思われるが、やや経験主義に
陥ったり、目的や意図があいまいになったりすることも
見られ、研修や検討を重ね、療育の質を向上させるよう
努める必要がある。



㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している。

22 1

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係
者や関係機関と連携した支援を行ってい
る。

22 1

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）地
域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている。

21 2
・医療的ケア及び重症心身障害のある等に該当しない
・十分な連携はおこなえていない。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）子
どもの主治医や協力医療機関と連絡体制
を整えている。

20 3 医療的ケア及び重症心身障害のある等に該当しない

㉕

移行支援として、保育所や認定こども園、
幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を
図っている。

23 0
コロナでとりにくくなっているが、電話連絡など行ってい
る。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校
（小学部）との間で、支援内容等の情報共
有と相互理解を図っている。

23 0

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所、発達障害者支援センター等の
専門機関と連携し、助言や研修を受けてい
る。

22 1

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障害のない子どもと活動する機会があ
る。

14 9

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子
ども・子育て会議等へ積極的に参加してい
る。

20 3

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っている。

22 1 内容によっては具体的に資料などを準備している

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対して家族支援プログラム（ペア
レント・トレーニング等）の支援を行ってい
る。

21 2

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明を行っている。 22 1 運営規程などについての説明機会は少ないと思う。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の供給すべき支援」のねらい及び支援
内容と、これに基づき作成された「児童発
達支援計画」を示しながら支援内容の説明
を行い、保護者から児童発達支援計画の
同意を得ている。

23 0

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等
に対する相談に適切に応じ、必要な助言と
支援を行っている。

23 0

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連携
を支援している。

23 0

㊱

子どもや保護者からの相談や申し入れに
ついて、対応の体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、相談や申し入れ
があった場合に迅速かつ適切に対応して
いる。

23 0

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信している。

23 0 チェックインシステムの導入意義は大きいと考える

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している。 23 0

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている。 23 0

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている。 13 10

・以前は夏祭りなどで地域の人に案内したり、とんどの
もちを地域のお世話になっている方にお配りしていた
が、コロナ禍でできていない。
・コロナ禍の影響で行事等の機会が持てていない。
・現在は、コロナ禍のため行事がない
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〇年度初めのガイダンスや入園前の説明会で、運営規
定や利用者負担について管理職から説明している。現
場の職員にも運営規定や利用者負担について説明する
機会を設けるよう努める。
〇契約や、児童発達支援計画などの説明や同意に関し
て、児童発達支援ガイドラインで使われていることばに
慣れておらず、理解されにくい面がある。できるだけそ
の用語を使うように努力している。
〇保護者とは、直接対話、電話、連絡帳などの方法で
意思疎通や情報伝達を図るようにしている。今年度か
ら、緊急連絡はメール配信サービス「チェックインシステ
ム」のメールで一斉送信で行っている。保護者が閲覧し
たかどうかが分かるシステムになっており、連絡漏れの
ないように努めている。
〇こばと会（こばと園保護者会）、療育を守る親の会など
への協力と連携を深める。
〇保護者の意見をしっかり受け止め、あわせて今回の
事業所評価、自己評価をもとに、園のあり方や支援のあ
り方を見直し、よりよいものになるように努めていく。
〇日常的な保護者への説明や相談に関して、さらに保
護者が相談しやすくなるように、職員との信頼関係を深
め、あたたかく専門性を持った支援を行っていけるよう
に努める。

○子どもの状態に応じて、特に配慮を要する子どもとそ
の家族に対して、必要に応じて関係機関（母子保健、ネ
ウボラ課、障がい福祉課、保育課、学びづくり課、基幹
相談支援センター、こども発達支援センター、子ども家
庭センターなど）と連携し支援を行い、子どものすこやか
な育ちを支えることができるように努める。

〇医療的ケア児に関しての関係機関との連携を強くす
るよう努め、主治医や協力医療機関との連絡体制を整
備する。

○医療的ケアが必要でない子どもについても、医療機
関との連携、情報共有に努める。

〇併行通園している保育所、幼稚園、こども園などとの
連携支援を充実させる。そのために、日常的な電話や
連絡帳での連携に加えて、保育所等訪問支援事業を行
うこと、療育懇談会（年1回、グループごと、公開療育と
懇談会）や研修会（療育研修会・聴覚障害研修会など）
を開催することなどを通して、充実を図る。コロナの影響
で十分できにくい実態があったが、連携先とも相談しな
がらよりリスクを下げてできる方法を模索していく

〇移行支援、他機関との交流や情報共有、研修などに
ついては、継続して行う。

※利用されている園児数が多いので、計画性をもって行
うように努める。

○保護者への支援は、保護者との信頼関係を築くことを
大切にしながら、親子通園、保護者懇談会、連絡帳の
交換などの日常的な支援と、年数回の保護者教室や学
習会などの学びの場を設け行っていく。そのために、職
員の研修や事例検討を行い、より質の高い支援を行っ
ていけるよう努力する。コロナの影響でできにくい面も
あったが、よりリスクを下げて実施できる方法を模索して
いく

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等



㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や
保護者に周知するとともに、発生を想定し
た訓練を実施している。

23 0
マニュアルは作成しているが、訓練が実施できていない
ものもある。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っている。 19 4

・洪水や津波などを想定した訓練を実施できていない。
・火事の避難訓練が中心で水害、地震については十分
でないので、今後検討が必要であると意見を出してい
る。
・地震・洪水時の訓練は行えていない。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等の子どもの状況を確認している。 23 0

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている。 23 0

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有している。 22 1

・ヒヤリハットの確認を日々行い、記録を残しているが、
傾向を振り返り対策をまとめたものはまだ作成できてい
ない。
・毎日終礼での確認は大いなる意義があると思う。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしている。 23 0

・研修を定期的に行っている。防止策や発見時の対応
などの計画と指針を整備していく必要がある。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや
保護者に事前に十分に説明し了解を得た
上で、児童発達支援計画に記載している。

22 1

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

〇想定される緊急時等のマニュアルを漏れがないように
策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想定
した訓練を実施するよう努める
〇毎月の避難訓練と建物の安全管理は行っているが、
毎日通園ではない子どもが多い中、避難訓練をすべて
の子どもが経験できるように計画を立てていく
〇10月に地震、津波を想定した避難訓練を計画し、実
施した。職員が災害時の状況を想定した訓練を実施し
たが、今後園児や保護者も含めた地震や洪水、津波を
想定した訓練を計画していく。
〇全国的に災害が多発している状況も踏まえ、緊急時
の気象情報や避難情報の把握と対応（保護者との連絡
や関係機関との連携）を図り、安全を守るよう努める
〇虐待や身体拘束に関する研修を全職員で行い、日常
に引き付けて考え、誰もが対処できるように取り組む。
〇虐待や権利擁護に関する研修に参加し、職員全体に
周知している。今後も、年間で計画的に虐待や権利擁
護、身体拘束等に関する研修参加に努め、人権意識や
適切な関わりを職員全体で確認し、共有していく。

非
常
時
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公表： 2023年　3月　8日

事業所名：「ゼノ」こばと園　　　　　　　保護者数（児童数）100　　回収数　80　　割合80％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペース
が十分に確保されている
か。

65 11 1 3

・満足しています。
・現在の年齢であれば十分だと思います。
・敷地が広いと思います。
・自由に遊べるスペースきちんとあります。
・一部の子がのびのびスペースを使っている感じがして
気になります。
・室内の活動時には、親・子ども・先生が揃うと、走りま
わっ　たり、ダイナミックに体を動かすには狭いと感じま
す。
・活動内容によっては、もう少し広さがあっても良いと感
じます。

〇基準以上の活動スペースは確
保されています。室内での活動時
には、活動の内容によって、部屋
の使い方を工夫し、子どもたちや
保護者の方たちにとって、安心して
分かりやすく活動できるよう環境づ
くりに努めます。
〇併せて一日も早く新しい園舎建
設の計画が実現するよう努力いた
しますので、保護者の皆様のご理
解ご協力をよろしくお願いいたしま
す。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか。59 14 3 4

・困り事があれば、すぐに対応してもらえて感謝してい
る。
・毎回話を聞いてくださり、感謝しています。
・いつも大変助かっています。
・職員の配置数は十分だと思います。
・専門性については満足しているが、先生の数が足りな
いように感じることがある。
・子どもが多動だが、どこに行っても受け入れてもらえ
る。給食の先生や事務の方も含め、どの先生もみんな
笑顔で連携が取れていて、子どもの名前も覚えてくれて
いて、職員同士の愚痴などを一切聞かないのは珍しい
と思う。外部の方からも先生の評判を聞いていて、徹底
していて信頼出来るし、素晴らしいと思う。
・単独通園が多い日や、園外活動の際は先生の人数が
足りていないと感じます。虫取りなど園外活動の際、単
独の園児が一人で道端を歩いていたこともあり危な
かったです。園児4人に対して職員1人の規定は満たし
ているのかもしれないですが、活動内容や単独児の人
数によっては先生を増員してもらいたいです。
・療育については満足できているが、職員が足りていな
いのか先生の負担が大きいように見えます。
・昼食後に親達が話し合いに出た時の自由遊びの間、
先生が少なくて子ども達も外と中で分かれたりして大変
そうに感じる時がありましたが、声かけをされて連携さ
れる姿もあるので、大丈夫かなと思ってお任せしていま
す。
・どの先生がどういう専門なのか、いまいち分からない
ので、なんともいえない。
・もう少し職員の配置をして欲しいなと感じる時がありま
す。

○職員配置は、基準を大きく上
回っています。しかし、難聴・発達・
相談など、部門も療育形態も様々
であるため、安全で質の高い支援
を行うには、職員が基準以上に必
要な状態です。子どもたちや保護
者の方たちが安心して過ごせるよ
う、必要に応じて、引き続き人材の
確保を行い、職員体制、保育体制
づくりに努めます。
〇また、親子通園であり保護者と
の懇談を大切にしていますが、保
護者懇談の時間帯に十分な保育
体制をとることが課題です。毎日、
保育時の職員体制と配置を確認
し、子どもたちと保護者の方たちが
安心して過ごせるよう努めます。
〇職員の専門分野は様々ですが、
どの職員も子どもを総合的に見て
支援できるよう努めております。そ
のため、一人一人の職員の専門分
野が分かりにくいかと思いますが、
相談内容によって、担当以外の職
員が対応することも可能ですので、
ご相談ください。

環
境
・
体
制
整
備

保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表）
別紙４



③

生活空間は、本人に分かり
やすい構造化された環境
になっているか。また、障
害の特性に応じ、事業所の
設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が
適切になされているか。

56 16 6 2

・今の生活空間は、本人にとって過ごしやすいと思いま
す。
・現在ある環境の中で工夫して頂いていますが、後から
増えた面積などとの繋がり方で複雑な建物になってい
るとは感じます。
・ろけっとの部屋は、本人にとって分かりやすいように
なってますが、バリアフリー化はされていません。建物
がたくさんあり、ろけっとの部屋にたどり着くまでに、混
乱するかもしれません。
・第三こばと園を利用するとき、古い建物を利用してお
り、構造がわかりにくいと感じる。
・配置はこども達にも分かりやすくなっていますが、建物
自体の老朽化は気になります。
・どこに何があるかもう少し視覚的に示してもいいと思
う。
・給食室からろけっとの部屋までの通路が狭すぎるた
め、すれ違う時に危険を感じる。
・全ての箇所の鍵が手間でかけにくい。安全性は承知
のうえで、その施錠に手間取っているうちに子供が脱走
しかねない。もう少し簡単に複数箇所鍵をかける方法が
ないか。
・園庭の門を乗り越えている子どももいて、バスからの
門の坂は急で危なく、乗降時に隙間をすり抜け道路に
飛び出しそうで不安を感じる。門が開いていた事もあっ
たし、職員の方がしっかり守ってくださっているのと、親
の目があるから事故が起きていないだけな気がする。
・駐車場が遠いし、階段があり、バリアフリーとはいえな
い。
・バリアフリー化ができてないため、移動手段がバギー
なので通園しづらい。

○建物基準などは基準を十分満た
していますが、築46年経ち老朽化
していること、また難聴幼児通園施
設の基準でスタートし、定員や制度
の変更に伴い増築、改築を重ねて
いるため複雑な建物構造になって
います。
子どもの年齢や状態、療育形態も
様々で、日替わりの部屋使用にな
ります。
子どもの状態や必要性によって、
子どもたちにとって、安心して分か
りやすく楽しく活動できる環境づくり
に努めます。
〇併せて一日も早く新しい園舎建
設の計画が実現するよう努力いた
しますので、保護者の皆様のご理
解をお願いします。
〇園庭の門が開閉がし易いよう
に、安全性が損なわれないことを
確認し、3つあった鍵を一つ減らし
ました。
〇危険が想定される場面や場所、
子どもの行動は、定期的に職員全
体で確認し、改善と対応に努めま
す。日々の通園の中で危険に感じ
ることがあれば、引き続き遠慮なく
ご意見ください。

④

生活空間は、清潔で、心地
よく過ごせる環境となって
いるか。また、子ども達の
活動に合わせた空間となっ
ているか。

51 28 0 1

・いつも楽しく過ごさせて頂いてます。
・子どもにとって生活しやすいと思います。
・古い建物ですが、清潔感はあり、先生方の配慮を感じ
ます。子どもの意見として、汽車の部屋のトイレが怖
い、臭いが気になる時がある、子どものトイレの便座が
冬は冷たいので使いたくないとありました。
・汽車の部屋前のトイレにハンドソープが無いので設置
して欲しいです。
・仕方ないことだけど、冬場は凄く寒いです。
・1階が暗く、冬場は暖房が効きにくくて寒い。
・第3こばとは壁が剥がれていたり、ほこりっぽいと感じ
る。
・ろけっとのトイレの手洗い場に他のトイレと同様に手洗
いせっけん、消毒布を一緒に設置してほしい。
・給食時、子どもが外で食べるのは構わないが、トイレ
の前では食べたくない。スペースがなくて仕方がないの
は分かりますが、不快だしトイレに行けなくて困る。
・園庭のドブは何用ですか。生き物の割にはいないよう
な…そうでなければ柵もなくて危険と不潔感しかない。
・ろけっとの部屋は比較的新しくきれいですが、他は老
朽化が目立ちます。
・施設の老朽化が気になる

〇築46年経ち、老朽化が目立つ建
物ですが、掃除や危険個所の把握
修繕に努め、極力清潔で安全な環
境づくりに配慮します。
〇寒さ対策、トイレのハンドソープ
などの交換、配置など、できること
は即時対応させて頂きますので、
引き続きご意見いただければと思
います。
〇園庭の溝は、生き物とりなど、子
どもの良い遊び場になっています。
危険のないよう見守りを徹底する
こと、衛生面に配慮し、遊んだ後の
手洗いを促すなどに気をつけます
ので、ご理解頂けたらと思います。
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⑤

子どもと保護者のニーズや
課題が客観的に分析され
た上で、児童発達支援計
画が作成されているか。

69 4 0 7 ・子どもの困り事などを専門的な視点でみて頂いてます。

⑥

児童発達支援計画には、
児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供
すべき支援」の「発達支援
（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域
支援」で示す支援内容から
子どもの支援に必要な項
目が適切に選択され、その
上で、具体的な支援内容
が設定されているか。

63 7 0 10

・子どもだけに関わらず、きちんと最近の様子を聞いてく
ださる姿勢がみられます。
・設定されている4項目の支援の明確な線引きがわかり
づらく、正しいことを記載いただいていると思いますが、
ハッキリそれが正しいと理解が難しいです。
・地域支援がよくわからない。

⑦
児童発達支援計画に沿っ
た支援が行われているか。 68 6 0 6

・いつも細かい変化にも気づいてくださり、対応してくだ
さっています。
・出して頂く計画の内容、日々の活動それぞれに大きな
疑問はなく、子どもが成長する姿を見て、不満に思うこ
とはありませんが、それぞれの紐付けが自分の理解の
中で全てがうまく結びついていないと思うので、このあ
たりをケアしていただける機会があるとありがたいで
す。
・されているのか、されていないのかが、具体的には分
かりにくい。

⑧
活動プログラムが固定化し
ないよう工夫されている
か。

64 9 1 6

・子供一人一人にあった関わりや、活動を考えてくだ
さっています。
・ある程度の流れはあるが、子どもたちの状態に沿って
あると思います。

⑨

保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、障害
のない子どもと活動する機
会があるか。

41 11 13 15

・コロナ禍で、園としての交流活動が減っている（3）。
・コロナ禍のため、適正に交流が行われているかがわ
かりづらいです。
・現在、働いているので保育所も利用し、接する機会も
あるが、働いていないと基本的にはないと思う。
・あまりないかなと思います。しかし、こばと園のお友達
と毎週会うのが我が子にはすごく嬉しいようです。
・まだこばと園しか通っていない為ありません。コロナも
影響しています。
・交流とは平行通園も該当するんでしょうか？質問の意
味が理解できずすみません。

〇コロナ禍のため、例年通りの交
流はできていません。感染状況を
見ながら、出来る範囲で保育所幼
稚園との連携は行っていますが、
十分なことはできていないのが現
状です。
〇今後も、併行通園先と確認しな
がら、可能な交流の在り方を探り、
出来る限り実施していきたいと思
います。

○「ゼノ」こばと園では、お子さんと
保護者の方に一緒に通ってきてい
ただき、障がいや発達の状態に合
わせ、集団療育と個別療育を行い
ます。楽しい遊びや体験を通して
発達の土台の力を育て、意欲的で
安定した生活が送れるように、「児
童発達支援ガイドライン」に沿って
次の内容で取り組んでいます。
＜発達支援＞
　難聴のお子さんに対しては、聴力
状態の把握や補聴器・人工内耳の
装用・調整・聴覚活用をすすめ、ま
たすべてのお子さんに対して、人と
関わる力、経験や気持ちに根ざし
たイメージやことば・コミュニケー
ションの力を育てるように取り組ん
でいます。
＜家族支援＞
　親子通園、保護者懇談会などを
通して、我が子を理解し子育てに
元気と見通しが持てるように支援し
たいととりくんでいます。
＜地域支援＞
　保育所や幼稚園・こども園などと
併行通園されている方は、園との
連携を通して、安定した生活が送
れるように支援しています。
○これらガイドラインに沿った内容
で児童発達支援計画を立てていま
すが、一人ひとりへのより丁寧な説
明を心掛けて行くよう努めます。
○支援内容については、概ね保護
者のみなさんのご理解を得ている
と思われますが、さらに丁寧な説
明とニーズの把握に努めると共
に、研修や検討を重ね、療育の質
を向上させるよう努めます。

適
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⑩
運営規程、利用者負担等
について丁寧な説明がなさ
れたか。

74 4 1 1 ・丁寧に説明をしてくださっています。

〇運営規定については、入園説明
会でお伝えしています。継続の方
には、入園式、あるいはそれに代
わる新年度ガイダンスでご説明し
ておりますが、今年度はコロナの
感染状況等で、どちらも実施が難
しかったので、曜日ごとに時間を設
けお伝えしました。皆様にはご迷
惑をおかけしますが、今後も感染
対策に努めながら、できる限り、保
護者の顔合わせや交流の機会を
含めた、丁寧な説明の場を設けて
いきたいと思います。

⑪

児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び
支援内容と、これに基づき
作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援
内容の説明がなされたか。

68 6 0 6
・わかりやすく説明をし、わからない所の説明をしてくだ
さっています。
・あまり覚えていない。

〇児童発達支援ガイドラインに
沿った説明は実施できていませ
ん。ガイドラインに沿った支援内容
になっていますが、今後はより丁
寧で保護者の方に分かりやすい説
明に努めるよう、方法を検討してい
きます。

⑫

保護者に対して家族支援
プログラム（ペアレント・ト
レーニング等）が行われて
いるか。

63 5 2 10

・関わり方などのアドバイスをいただけたり、また一緒に
関わり方を考えてくださっています。
・勉強会がそれにあたるとすれば、はい。
・こちらが聞いたら答えてくださる形で、こうしてああして
などはなく、親も子も自然体でいる、今はその段階なの
かなと勝手に思っています。
・先生達から子どもとの関わり方を学べる機会がとても
多い。
・具体的にこれというのはわかりませんが、こばと園で
の活動そのものが、家族支援となっており、こどもに限
らず保護者のサポートもして頂けていて、非常に助かっ
ています。

〇保護者支援を大事に考え取り組
んでいますが、プログラムとしての
トレーニング的な支援は行ってい
ません。保護者の方にとっても、当
園が安心でき心地の良い場になる
よう、それぞれのペースで子どもへ
の関わりを学べるよう取り組んでい
ます。年間を通して、保護者教室
や学習会、保護者同士の交流など
を実施しています。コロナ禍で例年
通りに実施できないことも多いです
が、オンラインでの実施や、広い会
場を確保したり、時間や人数を限
定するなど工夫し、できる限りのこ
とを実施しています。今後も感染対
策に努めながら、できる限りの保
護者支援や交流の機会を計画した
いと思います。

⑬

日頃から子どもの状況を保
護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題につい
て共通理解ができている
か。

76 1 0 3

・日頃から、情報共有をし、子供の関わり方について考
えています。
・◯◯くんお母さん、通園初期より、すごく落ち着いた
ね！！など、少しの変化でも気づいてくださり、子どもに
対する変化を素早く気づいてくれる先生方の言葉掛け
が嬉しいです。
・こばと園、幼稚園、家庭の三者間での情報共有の場を
設けて頂いており、それぞれの子どもの姿が知れて参
考になっています。
・単独の時でもいつも先生から、様子を教えて頂いてい
ます。

〇親子で通っていただき、親子で
一緒に遊び、活動し、活動終了後
には保護者懇談の時間を必ず持
ち、活動の意味やこどもの様子に
ついて話し合います。
〇共に考えあったり、共有したりす
ることを通して、保護者が、我が子
を理解し子育てに元気と見通しを
持って仲間と共に歩んでいけるよう
に支援したいと考えています。

⑭

定期的に、保護者に対して
面談や、育児に関する助
言等の支援が行われてい
るか。

75 2 1 2
・困り事などその都度、アドバイスや面談、電話対応な
ど、丁寧に対応していただいてます。
・毎回毎回、先生の言葉に助けられてます。

○保護者とは、直接お話したり、電
話、連絡帳などの方法で意思疎通
や情報伝達を図っています。また、
緊急時などの情報伝達は、メール
での一斉送信も行います。
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⑮

父母の会の活動の支援
や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携
が支援されているか。

59 11 3 7

コロナ禍もあり、保護者間との関わりが減ってきている。
その中でも、できる限りの関わりを考えてくださっていま
す。
特にないです。
もう少し回数（時間）を増やしてもいいかなと思う部分
は、あります、

○こばと園の保護者会、広島県東
部地域の通園施設の保護者会（療
育を守る親の会）など、グループや
各園を超えたつながりがあります。
〇全体行事や学習会でグループを
超えた交流を計画していきます。
〇コロナ禍で、保護者同士の交流
が制限されてしまうことが多いです
が、今後も可能な範囲で感染対策
に努めながら、保護者の交流、連
携を深めていけるよう計画していき
ます。
〇毎回の療育時間の後に、保護
者の懇談を実施していますが、そ
れ以上に交流の時間や学習の時
間が必要という思いがあれば、気
軽にご相談くさだい。必要に応じ
て、出来る範囲で企画していきた
いと思います。

⑯

子どもや保護者からの相
談や申入れについて、対応
の体制が整備されていると
ともに、子どもや保護者に
周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ
適切に対応されているか。

60 6 1 13 ・何かあればすぐに対応してくださってます。

⑰
子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされているか。

68 6 2 4

・何かあればすぐに対応してくださり、感謝しています。
・連絡帳だけではなく、連絡ノートが別にあるのは嬉し
い。先生の返信をせかしている訳では無いのですが、
書きたい時に手元に無い時はモヤモヤしますが、交換
日記みたいでこちらは楽しい。ただクラス全員の相談に
答える先生ひとりの負担は大きいのではと思う。何でも
答えて受け止めてくれる先生の存在がありがたい。
・子どものその時の気持ちを配慮して、寄り添っている
姿勢があります。

〇親子での通園時には直接お話
をさせて頂いたり、必要に応じて電
話や連絡帳での連携、相談対応も
行っております。時間がなく、十分
に連絡帳のお返事が書けないこと
があり、ご心配をおかけすることも
あるかと思いますが、可能な限り、
必要な情報は電話や連絡帳、直接
のお話など通して、漏れのないよう
お伝えできたらと思います。

⑱

定期的に会報やホーム
ページ等で、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する自己評
価の結果を子どもや保護
者に対して発信されている
か。

63 4 2 11

・ホームページ上で見れる情報がもっとあると良いと思
います。お便りなども、ペーパーレス化を図っても良い
のではと思います。
特にないです。
・ペーパーレス化の取組みなど、去年と比べて管理がし
やすくなりました。
・Hpの事など促されたことがないので知らなかった

〇月の予定表や、行事や学習会
の案内は、メール配信システムの
データ送信でお知らせしています。
○社会福祉法人「ゼノ」少年牧場
の機関紙「ふれあい」や「こばと園
だより」を配布しています。
○「ゼノ」少年牧場のホームページ
の中にこばと園のホームページが
あります。今後、ホームページ上で
の情報発信も検討していきます。

⑲
個人情報の取扱いに十分
注意されているか。 68 6 0 6 ・知らない

○個人情報の取り扱いについて
は、入園時にご説明し、同意してい
ただいております。
○お互いを知り合い理解し合うこと
と、個人情報の保護とのバランス
をとりながら保護者支援をしていく
ことに努めたいと思います。
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⑳

緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等を策定し、保
護者に周知・説明されてい
るか。また、発生を想定し
た訓練が実施されている
か。

56 10 2 12

・感染症対応マニュアルではマスクはどうなってるんで
しょうか？だんだんマスクを外ではしなくてもいいと政府
が言ってきてますが、そのつどマニュアルをどう対応さ
れてますか？

㉑

非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われて
いるか。

53 7 8 12
・火災の避難訓練はしたが地震の避難訓練はしたこと
がないので1度、経験しておきたい。

㉒
子どもは通所を楽しみにし
ているか。 74 2 0 4

・とても楽しみにしてます。
・いつも楽しく通園させてもらってて、いろんな学年のお
友達や、先生方と関われて嬉しそうです。
こばと園に行く日があるので、こども園でもギリギリ頑張
れている
・毎週木曜日を楽しみに日々過ごしています！！！
・幼稚園の行き渋りがあるわけではないが、とりわけこ
ばと園への通園の方が嬉しそうにしているように感じま
す。
・とても楽しく通わせて頂いています。

㉓
事業所の支援に満足して
いるか。 66 13 0 1

・子どもとの関わりなどの悩みを熱心に聞いてくださり、
気持ちに寄り添ってくださるので、いつも皆さんに元気を
頂いてます。
・ここで良かった！私も通園を楽しみにしています。
・親同伴でなくても良いようにしてほしい
・先生方、お友達のお母さんお父さんの言葉に日々感
謝し、子育てを頑張れています！！
・こばと園に通園できて良かったです！！
・いつもありがとうございます。大変満足しています。
・子供の成長に対してプラスになっているか、今は分か
らない

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」によりj事業所の評価を行っていただき、

　その結果を集計したものです。
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○防災対策は、毎月の避難訓練と
建物の安全管理（火災報知機の点
検、消火器の設置、危険個所の把
握と対応など）に努めています。避
難訓練については、毎日通園でな
い子どもが多いため、すべての子
どもに経験できるように計画をたて
て実施します。地震や津波につい
ては、職員は訓練していますが、
今後、園児や保護者の方も含め
た、訓練を実施していけるよう計画
していきます。

〇コロナウイルスについては、その
時々の感染状況や、国および広島
県、福山市等の方針を参考にしな
がら、感染対策を決めています。マ
スクについては、子どもたちはそれ
ぞれの課題や状況がありますの
で、一律につけなければらならな
い、つけなくても大丈夫というルー
ルは設けておりません。保護者に
ついては、皆様が安心して通って
頂けるよう、基本的にはマスクの着
用や検温、消毒などの感染対策を
引き続きよろしくお願いいたしま
す。基本的なルールは定期的に見
直しながら更新し、皆様にお伝えし
ますが、それぞれの立場や状況を
理解し合いながら臨機応変に対応
させて頂けたらと思います。何か気
になることがございましたら、引き
続きご相談して頂けるようお願い
いたします。

○子どもにも保護者の皆さんにも
満足してもらえるよう、引き続き努
力していきます。


